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豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設に係る安全性・健全性の
検証に必要な試運転について

豊田PCB廃棄物処理施設のPCB漏洩事故に関して多大なるご心配、ご迷惑を
おかけし心からお詫び申し上げます。
事故発生後、施設の操業を停止し、二度とこのような事故を起こさないよ

う事故原因の解明と再発防止策並びに施設全体の安全に係る総点検を行い、
安全対策を確実に行いましたので、施設の総合的安全性を確認するための試
運転を実施します。

１．試運転の目的
①安全対策により改善した施設全体の安全性・健全性を確認。
②運転員の実機教育を行い更なる技術向上を図る。

２．試運転の期間
平成１８年５月１７日から６月２日（１７日間）を予定

３．試運転の処理対象物
施設内で保管している未処理品の内、安全性・健全性の確認に必要な台

数に限定して処理する。

４．試運転の確認項目
①長期停止後運転再開時の安全確認
②各設備の個々運転の安全性の確認
③各設備間の連動運転の安全性と運転性の確認
④設備改善の効果の確認

５．試運転の評価
試運転終了後は、安全のため必要な設備以外は停止し、設備保全、環境

保全、作業環境など総合評価を行い、事故の最終報告書に反映し報告しま
す。

６．試運転時の施設公開
豊田PCB廃棄物処理施設では、事故後の操業停止中も施設見学者を受け

入れてきましたが、試運転期間中も受け入れます。
※見学者通路を案内し説明しますので、事前予約が必要。


